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１ 研究の動機 
地域の佐藤先生から，今から８３年前と４５年前に，呉の貝の分布について，当時の小学校の先生たちで行った調査があったことを教えてもらいまし

た。そして，貝類などの海辺の指標生物を調べることで海の水質環境が分かることや，現在の長浜の海には４５年前にはいなかった比較的きれいな海に生
息する貝類がいることから，４５年前の長浜の海よりも現在の海の方がきれいかもしれないということを聞きました。しかし，その後の調査記録はなく，
現在では，海辺の貝類は増えているのか，減っているのか，水質もどのように変化しているかとても気になり，調査することにしました。さらに，現在の
海の良い点や問題点をあげ，私たちの住むこの長浜・小坪の海とそこに生息する生物をどのように守るかを考え，これらからの未来に伝えていきたいと考
え，研究を始めることにしました。 
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２ 研究の内容 
○研究１ 海の貝類の種類と生態 
（目的） 
  ・長浜，小坪地域の海岸に生息する貝類の分布調査や採集を行い，過去のデータと比較したり，貝類の生態を調べたりすることで，現在の長浜・小坪

の海の環境を調べ，これからの環境の変化について予測する。 
  ・広南（長浜・小坪）の海辺で採集できる貝類の図鑑づくり，標本づくりを行う。 
【研究１－１】長浜，小坪の海岸における貝類の分布（垂直分布） 
  ・長浜の海岸の貝類の分布（貝の種類，個体数，生息環境，垂直のすみ分け） 
  ・小坪の海岸の貝類の分布（貝の種類，個体数，生息環境，垂直のすみ分け） 
  ・長浜と小坪で比較する（貝の種類，垂直のすみ分け） 
（方法）   
  ①海岸における磯を T0～N まで垂直に６つに分け，この区分の間に生息する貝を採集する。また，その貝の個体数や生息する環境を記録する。（図１） 
  ②各場所で採集した貝類について自作の図鑑や佐藤先生に聞いたりしながら名前を特定し，垂直分布図に記入する。（図２） 
  ③さらに，昭和１１年と昭和４９年，令和元年の結果と比較し，一覧表にする。（図３） 

（結果） 図１（長浜）               図２（小坪）一部抜粋         図３（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究１－２】指標生物による海の水質環境調査（過去のデータとの比較） 
  ・長浜地区，小坪地区の海岸の指標生物の有無の調査およびその比較 
  ・過去のデータ（昭和４９年 平成１９年）と今回のデータで比較する。 
（方法） 
 ① 指定された２０種類の指標生物を探し，調査記録シートにチェックし，生物量を記録し，指標点数を合計する。 
  ② 水質と生物環境を評価し，過去のデータ（昭和４９年 平成１９年）と令和元年で比較する。 
（結果） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究の内容 
研究２ 海水プランクトンの生態 
（目的） 
  ・海水プランクトンを採集し過去のデータと比較したり，プランクトンの生態を調べたりすることで， 
   現在の長浜・小坪の海の環境を調べ，これからの環境の変化について予測する。 
  ・今後の継続研究のためにも，広南（長浜・小坪）の海のプランクトン図鑑づくり（データベース）を行う。 
 
【研究２－１】長浜，小坪の海に生息するプランクトンの種類調べ（内湾・外湾） 
【研究２－２】海水域と淡水域，汽水域でのプランクトンの種類の違い 
【研究２－３】干潮時と満潮時で採集される海水プランクトンの違い 
 
（方法） 
 ①研究の条件において，プランクトンネットで海水をすくう。 
 ②顕微鏡で観察し，ｉＰｏｄで撮影する。 
 
（結果） 
 
 
 
 
 
 
 

３ 研究の成果と今後の課題 
＜研究の成果＞ 
○昔（昭和４９年頃）と比べ，今の海辺には貝類の種類や個体数が増え，海水の水質も改善している。（一部省略） 
＜今後の課題＞ 
◎特定の貝類やプランクトンの生態を調べていきたい。 
◎年間を通して継続的に長浜と小坪の海岸の貝類やプランクトンの分布調査や生態調査を行い，海の生き物からのメッセージを私たちの研究で地 
 域の人へ伝えたい。 

広南で見られる貝類とプランク

トンの図鑑を作りました！ 


